
2. NAIST電子図書館の状況

2.1電子図書館ｼｽﾃﾑの現状

本学の電子図書館ｼｽﾃﾑの調達は､ 1995年度より7ｶ年計画で導入が進行

した｡この調達において､各年度に調達されるｼｽﾃﾑは4年間のﾚﾝﾀﾙを

基本としており､ 2003年度(2004年3月)に導入されたｼｽﾃﾑより､第三世代

目の現行のｼｽﾃﾑが稼動を開始している｡ここでは､現行のｼｽﾃﾑの設計

方針及びその概要を示す｡また､ 2007年度に導入されるｼｽﾃﾑより展開され

る第四世代目-の展望を示す｡

2.1.1ｼｽﾃﾑの設計方針

大学附属図書館は､あらゆる情報源を利用して教育研究に必要不可欠な情報収

集活動を支援するものでなければならない｡また､学内で生成される学術情報

を外部に対して積極的に提供するための情報発信機能も有していなければなら

ない｡このため､本学附属図書館では以下のような目標のもとに､先端的な教

育研究活動を支える基盤環境の構築を目指している｡

●国際的な規模での情報流通のｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ化-の対応

●従来の印刷物中心の図書から音声､画像､映像等を含むﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ情報

-の対応

●情報の収集･公開を加速するための情報源に関する情報の収集､-次情報(論

文や記事そのもの)の収集､および-次情報保有機関-の迅速なｱｸｾｽﾙ

-ﾄの確保

●利用者に最も近いところでのｻ-ﾋﾞｽの提供

さらに､上の4つの要件を満たし続けるためには､高度情報化社会における図

書館を取り巻く状況の急速な変化(新しいﾒﾃﾞｨｱや情報ｻ-ﾋﾞｽ形態の出現､

出版形態の変化､研究発表･情報発信形態の変化など)に柔軟に対応する必要が

ある｡このため､ある時点で可能なｻ-ﾋﾞｽを固定的に提供するのではなく､

常にｻ-ﾋﾞｽの種類･質と図書館の役割を検討しつつｼｽﾃﾈ構築を進め､時

代の変化に柔軟に対応することを目指している｡また､附属図書館は利用者ｻ
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-ﾋﾞｽの観点からは以下の三つの性格を有することを目標としている｡

●ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀ- -利用者が資料の種別(図書,雑誌,音声,ﾋﾞﾃﾞｵ等)

を意識することなく情報提供ｻ-ﾋﾞｽを受けることができる｡

●居ながら図書館一図書館に出向くことなく､利用者に最も近いところから

検索･閲覧を行うことができる｡

● 24時間図書館一情報提供の時間が限定されず､開館時間の概念がない｡

電子図書館ｼｽﾃﾑは､本学の情報環境(蔓陀羅ﾈｯﾄﾜ-ｸおよび蔓陀羅ｼ

ｽﾃﾑ)を基盤として､上述の理念を具体化するための中核設備である｡

2.1.2電子図書館ｼｽﾃﾑの現状

こうしたことを実現するため､原則としてｼｽﾃﾑ内に-次情報を蓄積し､そ

れらを利用者が検索して利用する機能を提供することを中核として､これらを

支援する機能とともに設計が行われている｡具体的には､ｼｽﾃﾑは以下の6

つのｻﾌﾞｼｽﾃﾑで構築されている｡

1. -次情報入ｶｼｽﾃﾑ

本ｼｽﾃﾑは書籍情報の-次情報を電子化するために必要不可欠なﾃﾞ-ﾀ入

力･ﾒﾃﾞｨｱ変換用機器群である｡附属図書館が入力の対象とするﾒﾃﾞｨｱに

は､冊子体､ cD-ROM及びﾈｯﾄﾜ-ｸ経由のﾌｱｲﾙ入力があり､特に冊子体

の場合はｶﾗ-で表現された写真が含まれている｡ここでは､冊子体情報をｽ

ｷﾔﾅで読み込むとともに､ OCRによる全文検索用のﾃﾞ-ﾀの生成､目次情報の

入力､ｼｽﾃﾑ内で利用されるﾃﾞ-ﾀ形式(基本的に､記事/論文単位のPDF)-

の変換編集等が行われる｡また､ CD-ROMやﾈｯﾄﾜ-ｸ経由で入手されたﾌｱ

ｲﾙについては必要なﾃﾞ-ﾀ形式-の変換を経て､ｼｽﾃﾑ内に取り込まれて

いる｡

現在3台のﾓﾉｸﾛ･ｶﾗ-兼用ｽｷﾔﾅ装置とこれらを支援するためのPC

群で構成されている｡特にOCR処理には高い処理能力が必要とされるため､ 10

台のPCで構成されるｸﾗｽﾀで処理される｡これらの処理は自動的に10台の

pcに負荷分散される｡さらに､入力作業用のﾃﾞ-ﾀ領域として独立した領域を

用意している｡
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また､ここで生成される情報は､通常の図書館での書誌に相当する｡これら

の情報が焼失することは､書籍の紛失を意味し､ﾌｱｲﾙのﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟの体

制は十分に確立していることが求められる｡そのため､第-次のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

として最終的な形式-の変換が完了すると書誌単位でDVD-R -のﾃﾞ-ﾀのﾊﾞｯ

ｸｱｯﾌﾟを作成することとなっている｡

2.ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵｼｽﾃﾑ

今日の教育研究活動では､映像情報の重要性が増大している｡本ｼｽﾃﾑは､

外部から映像情報を収集するとともに､本学において映像情報を製作し､他の

図書情報と統合化した形でﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱに蓄積している｡また､それを

学内利用するだけでなく､学外-の発信をも目指している｡ｼｽﾃﾑでは､ﾋﾞ

ﾃﾞｵ情報をMPEG-2/MPEG-4形式で保存し､ﾈｯﾄﾜ-ｸ経由での閲覧機能を提

供している｡さらに､本学において映像情報を作成するためのﾊﾞ-ﾁﾔﾙｽﾀ

ｼﾞｵ､編集装置なども本ｼｽﾃﾑに含まれる｡これにより､本学からﾋﾞﾃﾞｵ情

報を発信する環境が構成されている｡

現在､ 8.5TBの容量を有し､ 4Mbpsｽﾄﾘ-ﾑのMPEG-2ﾋﾞﾃﾞｵｽﾄﾘ-ﾑに

換算すると約17,000時間に相当する｡

また､授業ｱ-ｶｲﾌﾞｼｽﾃﾑとして各教室に常設のﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗを利用し､

自動的にすべての授業を収録しｱ-ｶｲﾌﾞするｼｽﾃﾑの運用を開始している｡

2005年度は情報科学研究科のみでの試験運用を行っているが､最終的には全学

においてすべての授業の収録を行う予定である｡

3. -次情報蓄積ｼｽﾃﾑ

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ化された冊子体-次情報を蓄積するための大容量ﾌｱｲﾙｻ-ﾊﾞ

である｡最終的に十数TBの容量を実現することを前提に設計されたため､容量

のすべてをﾃﾞｨｽｸｱﾚｲで構成するのではなく､磁気ﾃ-ﾌﾟｼﾞｭ-ｸﾎﾞｯｸ

ｽを用いた階層型の記憶ｼｽﾃﾑによって構成されている｡ﾃﾞ-ﾀの配置は､

ﾃﾞ-ﾀの利用頻度等によって自動的に行われるように管理されている｡ﾃﾞｨｽ

ｸｱﾚｲは､磁気ﾃ-ﾌﾟｼﾞｭ-ｸﾎﾞｯｸｽのｷﾔﾂｼｭとして動作し､磁気ﾃ

-ﾌﾟｼﾞｭ-ｸﾎﾞｯｸｽに収容可能な実効容量の25%の容量を持っ｡

現在､ｼｽﾃﾑ全体で12TBの記憶容量を有している｡また､ここでも2次的

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能として､磁気ﾃ-ﾌﾟｼﾞｭ-ｸﾎﾞｯｸｽ内において､各ﾃ-ﾌﾟ

の複製を自動的に作成し､ﾒﾃﾞｨｱﾄﾗﾌﾞﾙ発生時には自動的に代替ﾒﾃﾞｨｱ
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を利用するとともに､ｵﾍﾟﾚ-ﾀに障害を通知するようになっている｡

また､ 2004年度(2005年3月)に導入されたｼｽﾃﾑでは､第四世代目を脱み

階層型記憶ｼｽﾃﾑではなくﾃﾞｨｽｸｱﾚｲのみで構成された12TBのｼｽﾃﾑ

を導入している｡このｼｽﾃﾑには16TBの磁気ﾃ-ﾌﾟｼﾞｭ-ｸﾎﾞｯｸｽｼｽﾃ

ﾑをﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ装置として用いており､ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵｼｽﾃﾑのｻ-ﾊﾞ

としても共用している｡

4.検索ｼｽﾃﾑ

従来の図書館が提供する二次情報を用いた検索機能及び､ OCRによって生成さ

れた-次情報を用いた全文検索機能を提供する｡電子図書館ｼｽﾃﾑにおいて

ﾃﾞ-ﾀは単調に増加することになる｡その結果として生じる検索性能の低下を

防ぐため､ﾜ-ｸｽﾃ-ｼｮﾝﾜ-ｸｸﾗｽﾀ構成による検索ｻ-ﾊﾞｱ-ｷﾃ

ｸﾁｬを採用し､必要に応じてｴﾝｼﾞﾝを追加していくことで全体の検索性能

を増強できるようにしている｡また､このような構成を採用することでこれま

で夜間に行ってきたﾊｳｽｷ-ﾋﾟﾝｸﾞ処理をｸﾗｽﾀ中の-台のｴﾝｼﾞﾝに割

り当てﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞで行うことができるようになる｡これによりﾊｳｽｷ

-ﾋﾟﾝｸﾞ処理による､ｻ-ﾋﾞｽ性能の低下は最小限に留めることができるよう

になる｡

また現行ｼｽﾃﾑでは､検索ｼｽﾃﾑとして全文検索ｻ-ﾋﾞｽを提供してい

る｡ここでは単に文字列を含む文書を提示するだけでなく検索した文字列が該

当文書のどこにあるのかを表示する機能を提供している｡これは､新しいPDF

の機能によってOCRによって認識した文字列を透明なﾃｷｽﾄとしてｲﾒ-ｼﾞ

ﾃﾞ-ﾀの前に貼り付け機能を用いて実現している｡これにより､ PDFの検索機能

を用いて画面上で検索文字列の存在場所を示している｡

現在､検索ｻ-ﾊﾞは9台で構成されるﾜ-ｸｽﾃ-ｼｮﾝｸﾗｽﾀとなってい

る｡

5.ﾈｯﾄﾜ-ｸ接続装置

電子図書館のｼｽﾃﾑは､これらの装置単独で動作するわけではなく､これ

らが有機的に協調することによって全体のｻ-ﾋﾞｽを提供している｡また､学

内の情報ｼｽﾃﾑである蔓陀羅ｼｽﾃﾑ及び萱陀羅ﾈｯﾄﾜ-ｸとの協調も不

可欠である｡本ｼｽﾃﾑは､これらｼｽﾃﾑ間の協調を支援するための高速ﾈ

ｯﾄﾜ-ｸである｡現在､ Glgabit Ethernetを基本とするｽｲｯﾁﾍﾞ-ｽのﾈ
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ｯﾄﾜ-ｸで構成されているo

6.業務支援ｼｽﾃﾑ

電子図書館といえども､従来型の図書館機能を失っているわけではない｡こ

れは､著作権の許諾の関係で電子化できない書籍等に対しての従来型ｻ-ﾋﾞｽ

の提供だけでなく､電子化作業の工程管理など電子図書館としても業務を支援

する機能を必要としている｡これらの機能を提供するため従来型の図書館業務

支援ｼｽﾃﾑを拡張する形での実現を行っている｡
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図1電子図書館の利用例

2.1.3電子揺書館ｻ-ﾋﾞｽ

現行のｼｽﾃﾑが提供しているｻ-ﾋﾞｽは､基本的に図1に示した通りであ
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る｡利用者は手元にあるｼｽﾃﾑよりWebﾌﾞﾗｳｻﾞを用いて､電子図書館ｼｽ

ﾃﾑにｱｸｾｽする｡通常の場合､ｷ-ﾜ-ﾄﾞを入力し全文検索機能で該当す

る文献を探し出すということを行うことになる｡また､ MPEG-2のﾋﾞﾃﾞｵ閲覧は

MPEG-2のﾃﾞｺ-ﾄﾞ機能を有する端末のみで行うことができるようになっている｡

また､雑誌ﾘｽﾄから巻号にしたがって､雑誌をﾌﾞﾗｳｽﾞすることも可能で

ある｡

これ以外に､新着図書の中から利用者が登録したｷ-ﾜ-ﾄﾞを含むものがあ

った場合､それを電子ﾒ-ﾙで知らせるｻ-ﾋﾞｽも提供されている｡電子ﾒ-

ﾙには文献名とともにそれにｱｸｾｽするためのURLが含まれているため､通

常はこれをｸﾘｯｸするだけでWebﾌﾞﾗｳｻﾞが起動され該当する-次情報を参

照できるようになっている｡

2. 1.4次世代電子図書館ｻ-ﾋﾞｽ-向けて

現在のｼｽﾃﾑは､ ｢情報館｣構想に基づき新しい機能の導入を行っている｡

ここでは､次世代の電子図書館ｼｽﾃﾑ-向けての展望について述べる｡

(a)ﾌｱｲﾙｻ-ﾊﾞの構成

すでに述べたが､数十-数百TB級のﾌｱｲﾙｻ-ﾊﾞはﾃﾞｨｽｸｱﾚｲのみで

構成することが可能な価格ﾚﾝｼﾞ-収まるようになってきた｡ﾃﾞ-ﾀ-のｱｸ

ｾｽﾊﾟﾀ-ﾝを考慮してもﾃﾞｨｽｸｱﾚｲのみでの構成-の移行は自然な流れ

である｡第四世代目についてはこうした構成を基礎として計画を進めている｡

(b)電子書斎/司書ｻ-ﾋﾞｽ

利用者が電子図書館に求めるものは､単純に情報を提供することではなく､

どのような情報を見れば良いのかを示唆することである｡現行のｼｽﾃﾑでも､

利用者の興味のある単語を登録してもらい､新着図書からその単語を含むもの

を抽出し､ﾒ-ﾙで通知する機能を提供している｡しかし､利用者の検索履歴､

閲覧履歴､ﾌﾞｯｸﾏ-ｸなどを用いることで､利用者の興味を抽出し､より適

切な示唆を与えることが可能であると考えている｡電子図書館ｼｽﾃﾑ内にﾕ

-ｻﾞ-毎の書斎のようなｽﾍﾟ-ｽ(MyLibraryT")を提供し､利用者の情報を蓄積

し適当な情報の示唆を行う電子司書の機能の提供を検討している｡

こうした機能の基盤として､ﾕ-ｻﾞ毎の情報保存ｽﾍﾟ-ｽを用意し､定期購

読や検索･閲覧履歴､ﾌﾞｯｸﾏ-ｸなどを管理する機能を提供する｡
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(c)情報発信機能

電子図書館に求められる機能は､単に情報の閲覧だけではない｡論文､ﾃｸ

ﾆｶﾙﾚﾎﾟ-ﾄ､ﾃｸﾆｶﾙﾒﾓなど､利用者が作成した情報を発信する機能

が不可欠であり､これを自由に行えるようにすることでｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを経由

した情報の広いｻ-ｷｭﾚ-ｼｮﾝを実現することができるようになる｡ﾕ-

ｻﾞ-毎の書斎ｽﾍﾟ-ｽ(MyLibraryTM)では､情報発信のための機能も提供し電子

図書館に組み込んでいく｡

また､大学が有する重要な情報として｢講義｣を捉え､講義を収録し公開し

ていく機能を用意しているが､これらをPodCast等の技術で配信する実験を開

始している｡
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